





















































時間後の三叉神経脊髄路核尾側亜核のFos陽性ニューロンの発現は有意に減少した｡ 2 ) Waldo法やレーザー
照射を行った群において, CGRP含有神経線経は対照群とはぼ同程度に観察された｡ 3) CO2レーザー照射
による粘膜下の温度変化は40℃未満であった｡これらの結果から, CO2レーザー照射は,歯の移劾による即
発性の痛みを軽減することが示された｡また, CO2レーザー照射による組織傷害,神経傷害などの為害作用
はないと考えられた｡
これらの成果は, CO2レーザー照射が,歯の移動時の痔痛緩和に対して安全でかつ有効な手段である可能
性を強く示唆している｡従って,本論文は歯学および歯科臨床の発展に大いに貢献する業績であり,博士(歯
学)の学位授与に値するものと判断する｡
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